
 

 

 

 

 

 

 

【分野名：学際、複合、新領域】                                   

大   学   名  神奈川大学 

拠点のプログラム名称  人類文化研究のための非文字資料の体系化 

中核となる専攻等名            歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻 

拠点 リ ー ダ ー 氏名  福田アジオ 

《拠点形成の概要》 

本拠点形成計画は、日本常民

文化研究所の80年にわたる調

査研究の蓄積とわが国唯一の

大学院歴史民俗資料学研究科

における研究者養成の実績を

基礎に、文字に表現されない

人間諸活動の資料化と体系化

を行い、人類文化研究の新た

な地平を開き、世界的に貢献

することを目的とする。本拠

点においては、人間諸活動の

表現を①図像、②身体技法と

感性、③環境と景観の三つに

大きく分け、それぞれの資料

化と解析の方法を研究開発しデータを、各資料群の広く世界に提供・発信する技術の

開発も含めた世界的な非文字資料研究センターの形成を目指す。これは、他に類例を

見ない独創的な試みであると同時に、非文字資料を体系化する普遍的な方法の確立と

いう世界の学界の期待に応えるものでもある。また、非文字資料を解析する若手研究

者の育成のみならず、それに依拠する博物館専門職員(学芸員)等の高度専門教育の推

進を図り、将来にわたって永く学術的貢献を果たす基盤を形成する。 
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